
 

 

 

 

 

小さなことの積み重ねが大きなことを達成するための道 
 ―― 思いやる心、小さな一歩を大切に ---- 

                                   校長  田中 晴恵 

 

今日から新学期が始まります。元気に 2学期を迎えることができ、とても嬉しく思います。 

さて、皆さんに１つ質問です。この夏休み、「これをやりきった！」と言えるものはありますか？ 

「毎日部活動を頑張った」「宿題を計画的に終わらせた」という人もいれば、「生活リズムが崩れ

た」「だらだら過ごしてしまったな」と少し後悔している人もいるかもしれません。 

でも、大丈夫。今日から 2学期という「新しい学期」

が始まり、このスタートラインは皆さん同じです。 

２学期は、学校全体で大きく動く行事があります。 

大きな目標に向かっていくとき、私たちがついやっ

てしまうことが、「一気に進めよう、頑張ろう」とす

ることです。 

１学期の終業式に、大谷選手の話をしたので、野球

つながりで。今日は、大谷選手と同じ、世界的な野球

選手であるイチローさんの言葉を紹介します。 

イチローさんは、かつてこう言いました。「特別なことをするために、特別なことを行う必要はな

い。普段どおりの当たり前のことを、当たり前に積み重ねていけば、特別な存在になれる」 

また、「小さいことの積み重ねが、大きいことを達成するただ１つの道」とも言っています。 

世界一の選手になった人でさえ、近道をしたわけではありません。毎日、「当たり前」と思うよう

な地道な練習を、誰よりも積み重ねただけなのです。 

そこで、この２学期、皆さんに 1つだけ実践してほしい「小さな一歩」があります。 

それは、「相手を見て、自分から挨拶をする」ということです。これは、今日から、誰にでもでき

ることだと思います。先生方に対してもできることです。 

でも、毎日続けるのは意外と難しい。だからこそ、これができたとき、皆さんの心には「続けら

れた」という小さな自信が生まれるはずです。そして、その挨拶がクラスや学年の雰囲気を温かく

変えていきます。 

大きな行事がある２学期は、仲間とぶつかることもあるでしょう。そんな時こそ、イチローさん

の言葉を思い出し、思いやる心、小さな一歩を大切にしてください。 

３年生にとっては、進路を決める重要な学期です。 

２年生にとっては、学校の中心となる学期です。 

１年生にとっては、本当の意味で中学校生活に慣れ、力を伸ばす学期です。 

皆さんが、この２学期にたくさんの「小さな一歩」を積み重ね、大きく成長することを期待して

います。                            【２学期始業式講話より】 
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紙面の都合上、一部の紹介となっております。ご理解いただきますようお願いします。 

【２学期への抱負・・・】 
・友達との関係の面では、色んな友達と喋ったりまだ友達の知らないとこ 

ろを知ったりしてお互いのことをどんどん知り合ってお互いの関係を深めていきたい。（１－１ N さん） 

・部活を理由に帰ったあとすぐダラダラしない。部活と勉強とのバランスを良くする。（１－２ K さん） 

・整理整頓を頑張る！ 手紙はなくさないようにし、その日に親に渡す。（１－３ K さん） 

・忘れ物を少なくしたい。（１－６ O さん） 

・委員会活動・部活動に責任をもって取り組み、何事も最後まで丁寧にやり遂げたい。１学期よりも充実し

た２学期にできるよう頑張りたい。（２－１ S さん） 

・少しずつ受験のことも視野に入れながら、体育大会などにも真剣に取り組みたい。（２－２ I さん） 

・部活と勉強の両立ができるようにし、もっと授業を集中して受ける。（２－６ K さん） 

・サッカー(地域)も大事な時期が続くからサッカーに集中しながら勉強も頑張りたい。（３－１ Ｓさん） 

・人それぞれいろいろなことを思って生活していると思うのでそこの気遣いをしたい。（３－２ Ｙさん） 

・２学期は意味がない日がないように１日１日を大切にして過ごしていきたい。（３－３ Ｎさん） 

・登校頻度を増やしたい(登校を安定させたい)。（３－６ Ｋさん） 

【夏休みの反省・・・】 
・宿題を後回しにし、YouTube を見てしまっていたので親に叱られてしまった、次の長期休みはこのような

ことがないように気をつけたい。（１－１ T さん） 

・宿題を計画的にやらなかった。ゲームとかアニメとかの時間が多かった。（１－２ T さん） 

・早寝ができなかった。宿題が終わったら勉強をしなくなった。（１－３ E さん） 

・予定とは全く違う日になってしまった日があった。次の長期休みは予定通りにしたい。（１－６ Y さん） 

・自分のやりたい事が出来た。運動は、もう少し出来たら良かった。（２－１ S さん） 

・旅行に行ったり、家族と過ごす時間が多くてとても充実した。家にいる時間も増えたので、家事を手伝う

ことも増えて役に立てたかなと思いました。（２－２ N さん） 

・昼から夜まで有意義な時間を過ごせましたが、早起きがなかなかできなかった。（２－６ W さん） 

・夏休みは、部活を一度も休まずに最後まで頑張ることができた。学校見学にも行き、自分が行きたいと思

える学校を決めることができたので、進路についても目標がはっきりしてきた。（３－１ F さん） 

・早起きをあまりできなかったので、午前中の勉強時間があまり確保できなかった。（３－２ N さん） 

・８月中盤まではちゃんと頑張れていましたが、そのあと火が消えて自分の誘惑に負けてしまった。自分の

甘さに後悔しています。運動もすると決めていたのに、口先だけだなぁと思っています。（３－３ H さん） 

・生活リズムが崩れていた日が多少ながらあった。（３－６ Ｎさん） 

【保護者より・・・】 
・元気に怪我無く過ごせたことがまず満点です。夏休みに英気を養った分、また休み明けからの毎日を頑

張って過ごしてほしいと思います。 

・夏休み明けはすぐに中間テストもあることですし、気持ちを切り替えて学習に取り組んで欲しいです。

クラスでも、ひとつでも自分ができることを増やし、友達と毎日楽しんでくれることを願っています。 

※お子さまへの励ましコメント、ありがとうございました。 

夏休みのしおりより 一部抜粋紹介 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～試作品～ 

今夏よりジャンプアップ教室や 3学年、6組

学習教室とは別に学習支援として西中未来

塾を開きました。７月末と８月末に、２階の

ＣＡＩ教室を会場に学習支援員の方が常駐

し、学習の悩みや宿題の相談、自学自習の見

守りをしました。３３名の参加があり、宿題

や学習に取り組んでいました。 

～横断幕掲げました！～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西中学校の南側、五日市線沿いにある「コスモス街道」は、平成 9 年(1997 年)

から続く本校の伝統活動です。生徒·保護者·地域の皆様のご協力により、毎年美

しいコスモスが咲き跨っています。 

夏休み中には部活動の生徒・顧問、8 月 30 日には、地域の皆様、PTA 本部役

員、教職員が協力し、除草作業を行いました。 

来年度には活動間始 30 周年、再来年には開校 50 周年を迎えます。これからも

地域とともに、コスモス街道を守り育てていきます。 

秋の訪れを感じさせるコスモス街道。

地域の皆様に支えられながら、本校の

伝統が受け継がれています。 

可憐なコスモスが咲き誇る

五日市線沿いの花壇。 

生徒・地域・ＰＴＡがともに育んで

きた西中学校の原風景。 

撮影：本校卒業生 寺坂 瞳子さん（プロカメラマン） 

生徒会役員選挙 ～西中の未来を考える～ 

9 月 16 日。後期生徒会役員選挙が行われ

ました。今回は、総勢 9 名の立候補者による

熱い選挙戦となりました。どの候補者も西中

をよりよく変えていこうと真剣に考え、訴え

てくれました。新体制のもと、 

今後の西中の飛躍が 

楽しみです。 

集団下校訓練 ～秋川消防署講話～ 

9 月 1 日。今回は秋川消防署の職員の方

に、避難訓練の講評と未然に火災を防止する

ための大切な知識を教えていただきました。 

            訓練の真剣な 

様子に感心さ 

れていました。 


